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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年8月4日(2016.8.4)

【公表番号】特表2015-529699(P2015-529699A)
【公表日】平成27年10月8日(2015.10.8)
【年通号数】公開・登録公報2015-063
【出願番号】特願2015-520609(P2015-520609)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｋ   9/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   1/48     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   1/24     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０１Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｋ    9/00     　　　　
   Ｃ０９Ｋ    3/00     １０４　
   Ｃ０９Ｋ    3/00     １０５　
   Ｃ０９Ｃ    1/48     　　　　
   Ｃ０９Ｃ    1/24     　　　　
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０１Ｆ    7/02     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月14日(2016.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　別個の機能性粒子で改変された充填剤粒子を含む改変充填剤粒子であって、前記別個の
機能性粒子は、前記充填剤に、それらが後の製造工程の間会合したままであることができ
るように十分に結合しているか、接着しているか、または別の方法で会合している、改変
充填剤粒子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　ドライブレンドされた改変充填剤は、注型、溶融加工、粉末被覆、溶液加工、スリップ
キャスティング、テープキャスティング、振動締固め、圧縮成形、焼結、押出し、および
射出成型などの液体プレポリマー以外のプロセスを用いてポリマーマトリックスと組み合
わされ得る。
　なお、本発明は、特許請求の範囲を含め、以下の発明を包含する。
１．別個の機能性粒子で改変された充填剤粒子を含む改変充填剤粒子であって、前記別個
の機能性粒子は、前記充填剤に、それらが後の製造工程の間会合したままであることがで
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きるように十分に結合しているか、接着しているか、または別の方法で会合している、改
変充填剤粒子。
２．前記別個の機能性粒子が、顔料粒子である、１に記載の改変充填剤粒子。
３．前記充填剤についての粒径分布が、０．１ミクロン～１００ミクロンの範囲内にある
、２に記載の改変充填剤粒子。
４．前記顔料粒子についての粒径分布が、０．００５ミクロン～４ミクロンである、２に
記載の改変充填剤粒子。
５．前記顔料粒子についての粒径分布が、０．１～３ミクロンである、２に記載の改変充
填剤粒子。
６．前記充填剤についての粒径分布が１０～５０ミクロンの範囲内にあり、かつ前記顔料
粒子についての粒径分布が０．０１～３ミクロンの範囲内にある、２に記載の改変充填剤
粒子。
７．前記充填剤粒子が、エネルギー吸収機能を付与する別個の機能性粒子で改変されてお
り、前記別個の機能性粒子が、
ａ）紫外線吸収改変剤、
ｂ）赤外線吸収改変剤、
ｃ）高周波吸収改変剤、
ｄ）蛍光応答改変剤、
ｅ）リン光応答改変剤、
ｆ）熱変色性改変剤、
ｇ）相転移改変剤、または
ｈ）それらの任意の組み合わせ
からなる群から選択される、１に記載の改変充填剤粒子。
８．前記充填剤粒子が、機械的性質機能を付与する別個の機能性粒子で改変されており、
前記別個の機能性粒子が、
ａ）表面硬度改変剤、
ｂ）減摩性改変剤、
ｃ）強度改変剤、
ｄ）靭性改変剤、
ｅ）耐衝撃性改変剤、
ｆ）耐引掻性改変剤、
ｇ）耐擦傷性改変剤、または
ｈ）それらの任意の組み合わせ
からなる群から選択される、１に記載の改変充填剤粒子。
９．前記充填剤粒子が、前記充填剤粒子の表面を改変する別個の機能性粒子で改変されて
おり、前記別個の機能性粒子が、
ａ）耐汚染性改変剤、
ｂ）減摩性改変剤、
ｃ）周囲媒体への充填剤の付着性改変剤、
ｄ）吸収性改変剤、
ｅ）難燃剤、
ｆ）抗菌剤、
ｇ）自己清浄性の改変剤、
ｈ）前記改変充填剤粒子を含むポリマーマトリックスの自己加熱の改変剤、
ｉ）酸性度またはアルカリ性度改変剤、
ｊ）電気特性の改変剤、
ｋ）磁性の改変剤、または
ｌ）それらの任意の組み合わせ
からなる群から選択される、１に記載の改変充填剤粒子。
１０．前記充填剤粒子が、前記改変充填剤粒子が媒体に添加された場合に前記媒体に流体
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特性変化を付与する別個の機能性粒子で改変されており、前記別個の機能性粒子は、
ａ）界面張力改変剤、
ｂ）レオロジー改変剤、
ｃ）前記改変充填剤粒子の凝集状態の改変剤、
ｄ）前記改変充填剤粒子の充填効率の改変剤、
ｅ）相溶化剤、
ｆ）分散剤、または
ｇ）それらの任意の組み合わせ
からなる群から選択される、１に記載の改変充填剤粒子。
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